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た
す
け
あ
い
の
心

　
日
本
で
共
同
募
金
運
動
が

始
ま
り
、
昨
年
で
70
年
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
の
間
、
社
会

経
済
状
況
も
急
激
な
変
化
を

み
せ
、
人
々
の
生
活
も
意
識

も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
共

同
募
金
は
、
人
々
が
と
も
に

生
き
て
い
こ
う
と
い
う
「
た

す
け
あ
い
」
の
心
に
支
え
ら

れ
、
人
々
の
幸
せ
を
願
っ
て

と
も
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
の

募
金
実
績
額
は
、

１
２
０
５
万
８
４
６
９
円

　
自
治
会
や
町
内
会
な
ど
地

域
住
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力

を
得
て
各
世
帯
に
お
願
い
す

る
「
戸
別
募
金
」
を
は
じ
め
、

市
役
所
、
学
校
、
福
祉
団
体

を
対
象
に
ク
オ
カ
ー
ド
な
ど

の
資
材
を
活
用
す
る
職
域
募

金
、
学
校
や
病
院
、
公
共
施

設
、
事
業
所
な
ど
で
の
募
金

箱
に
よ
る
募
金
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
方
法
で
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

　
平
成
28
年
度
、
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
で
１
２
０
５
万
８

４
６
９
円
の
募
金
が
集
ま
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
の

　
　
　
　
募
金
目
標
額

　
今
年
度
の
「
目
標
額
」
は
、

昨
年
度
実
績
と
同
額
の
１
２

０
５
万
８
４
６
９
円
で
す
。

　
平
成
28
年
度
に
宗
像
市
で

集
め
ら
れ
た
募
金
は
、
全
て

福
岡
県
共
同
募
金
会
へ
送
金

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
配
分

委
員
会
の
審
査
を
経
て
、
平

成
29
年
度
は
市
社
会
福
祉
協

議
会
を
含
む
「
平
成
29
年
度

共
同
募
金
の
使
い
み
ち
（
表

１
）」
の
団
体
に
配
分
さ
れ

ま
し
た
。
共
同
募
金
は
募
金

を
し
た
地
域
で
生
き
る
寄
付

金
で
あ
り
、
目
標
額
を
達
成

す
る
こ
と
で
こ
の
よ
う
な
事

業
・
活
動
を
翌
年
度
の
平
成

30
年
度
も
安
定
・
継
続
し
て

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

共
同
募
金
は
計
画
募
金

　
共
同
募
金
は
、
募
金
が
集

ま
っ
て
か
ら
使
い
み
ち
を
決

め
る
募
金
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
　

　
事
前
に
地
域
福
祉
の
た
め

の
使
い
み
ち
の
計
画
を
立
て

ま
す
。
こ
の
使
い
み
ち
の
計

画
に
必
要
な
額
が「
目
標
額
」

に
な
り
ま
す
。

一
世
帯
７
０
０
円
の

　
　
　
　
　
　
目
安
額

　
そ
れ
で
は
目
標
額
を
達
成

す
る
た
め
に
は
、「
一
世
帯

で
は
ど
れ
だ
け
の
金
額
を
協

力
し
た
ら
い
い
の
か
」
と
い

う
こ
と
が
分
か
り
に
く
い
た

め
、「
一
世
帯
７
０
０
円
を

目
安
に
協
力
し
て
い
た
だ
く

と
、
計
画
さ
れ
て
い
る
事
業

が
実
施
で
き
ま
す
」
と
目
安

額
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
目
安
額
を
示
す
こ
と

が
強
制
と
受
け
取
ら
れ
が
ち

で
す
が
、
決
し
て
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
募
金
目
標
額

を
達
成
す
る
た
め
に
お
願
い

す
る
「
目
安
」
で
す
の
で
、

み
な
さ
ん
の
で
き
る
範
囲
内

で
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

多
く
の
人
に
支
え
ら
れ

て
い
る
共
同
募
金

　「
共
同
募
金
実
績
額
の
推

移
（
表
２
）」
を
み
る
と
、

戸
別
募
金
（
各
世
帯
か
ら
の

募
金
）
が
共
同
募
金
全
体
の

約
９
割
を
占
め
、
市
内
の
多

く
の
世
帯
か
ら
の
募
金
に
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
い
ろ
い
ろ

な
場
面
で
、
自
治
会
長
や
組

長
、
事
業
所
や
公
共
施
設
、

学
校
の
先
生
や
児
童
、
生
徒

の
み
な
さ
ん
か
ら
の
多
く
の

支
え
で
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。

　
ひ
と
り
ひ
と
り
の
た
す
け

あ
い
の
心
が
、
地
域
福
祉
活

動
に
活
用
さ
れ
、
よ
り
住
み

よ
い
地
域
を
つ
く
っ
て
い
く

原
動
力
と
な
り
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

災
害
等
準
備
金
の積

み
立
て

　
県
共
同
募
金
会
で
は
毎

年
、
県
内
の
た
め
の
災
害
準

備
金
を
積
み
立
て
て
い
ま

す
。
災
害
準
備
金
は
、
災
害

が
発
生
し
た
場
合
に
災
害
準

備
金
の
一
部
ま
た
は
全
部
を

拠
出
し
、
被
災
地
域
に
お
け

る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
朝
倉
市
や
東
峰
村
、
添
田

町
な
ど
の
被
災
地
で
は
水
害

直
後
か
ら
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ

や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。
毎
年
、
み
な
さ

ん
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い
て

い
る
赤
い
羽
根
共
同
募
金
は

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も

支
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、共
同
募
金
会
で
は
、

今
回
の
大
雨
で
被
災
さ
れ
た

人
々
を
支
援
す
る
こ
と
を
目

的
に
義
援
金
を
募
っ
て
い
ま

す
。
集
ま
っ
た
義
援
金
に
つ

い
て
は
、
福
岡
県
が
設
置
す

る
義
援
金
配
分
委
員
会
を
通

じ
て
被
災
者
に
配
分
さ
れ
ま

す
。

　赤い羽根共同募金は、民間の社会福祉事業を支援す
るため「社会福祉法」に位置づけられ、毎年10月1日か
ら12月31日までの間、全国一斉に展開されています。
　この募金は、市内の全小・中学校での児童・生徒へ
の福祉教育などの取り組みや各地域の福祉会、障がい
児・者への福祉事業に使われています。今年もみなさ
んのご理解とご協力をお願いします。

赤い羽根共同募金運動はじまる

赤い羽根 つなぐ地域と　笑顔の輪 10月1日～12月31日

項　　目 金　　額
高齢者の福祉に
●在宅介護者の会の支援　　　　　●配食サービスボランティアの支援
●シニアクラブ連合会への助成金　●民生委員児童委員協議会への助成金

1,201,000円

障がい児・者の福祉に
●身体障害者福祉協会の支援　　●あじさいの会への助成金
●手話講習会への助成金　　　　●あゆみの会への助成金
●声の広報配布事業の支援　　　●要約筆記ボランティアの支援
●おもちゃ図書館運営の支援　　●宗像コスモス会への助成金

2,329,000円

ボランティア活動に
●福祉ボランティア活動連絡協議会活動の支援
●大島地区ボランティア団体への助成金

534,000円

福祉会活動の支援に　●地域住民の自主的な地域福祉活動 2,703,000円

児童・青少年の福祉に
●福祉教育読本「ともに生きる」の活用　●福祉教育推進校（園）事業

905,168円

子育て支援活動に
●地域福祉文庫連絡協議会の支援
●NPO法人むなかた子育てネットワークこねっとへの助成金
●母子寡婦福祉会の支援

525,000円

県内の福祉施設や災害準備金に
●県内全域を対象とした社会福祉施設や福祉団体に　●災害準備金に

2,582,528円

情報提供・啓発活動に　●社協だよりの発行 469,000円

共同募金の事務費に　●チラシの作成、資材の購入など 740,220円

平成30年度事業の配分に　●共同募金期間外の1月1日～3月31日に受け入れた募金 69,553円

　平成28年度の実績額は、1,205万8,469円でした。この募金は平成29年度、
下記のような活動に活用されています。赤い羽根共同募金は、みなさまのあたた
かな気持ちを、具体的な活動につなげていく、「じぶんの町を良くするしくみ」
です。これからもご理解とご協力をお願いいたします。

10,735,244
11,626,368 11,306,911 10,984,939 11,025,578

12,220,312 12,337,021

（単位：円）

12,626,815

戸別募金合計

12,776,097
12,058,469

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

共同募金実績額の推移（表２）

　
吉
武
地
区
は
昔
な
が
ら
の
近

所
づ
き
あ
い
が
残
る
地
域
で
、

多
く
の
自
治
会
が
（
８
自
治
会

中
６
自
治
会
）
高
齢
化
率
40
％

を
超
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
自
治
会
長
、

民
生
委
員
児
童
委
員
の
人
た
ち

と
連
携
し
な
が
ら
、 

少
子
高
齢

化
す
る
地
域
を
見
守
り
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
「
吉
武

地
区
福
祉
会
」
は
、
様
々
な
福

祉
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
吉
武
地
区
福
祉
会
は
、
昭
和

63
年
10
月
に
発
足
し
、
平
成
15

年
か
ら
地
区
内
を
順
番
に
訪
問

し
て
開
催
す
る
出
張
型
サ
ロ
ン

（
す
み
れ
サ
ロ
ン
）
を
開
始
し
て

い
ま
す
。

　
楽
し
く
会
話
し
た
り
、
運
動

し
た
り
す
る
事
で
地
域
住
民
の

つ
な
が
り
づ

く
り
や
介
護

予
防
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
バ
ス
ハ
イ
ク
や
小
学
生
と
の

世
代
間
交
流
な
ど
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
今
年
は
福
祉
会
が
で
き
て
29

年
を
迎
え
ま
す
。
今
後
も
少
子

高
齢
化
が
進
む
中
、
安
心
し
て

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

共
同
募
金
の
助
成
金
を
い
か
し

な
が
ら
、
今
後
と
も
地
域
で
の

福
祉
活
動
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

　
み
な
さ
ま
の

ご
協
力
と
ご
理

解
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
配
分
団
体
紹
介

住
み
慣
れ
た
吉
武
で
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
…

　
吉
武
地
区
福
祉
会
　

　
　
　
会
長
　
矢
野 

邦
彦
さ
ん

平成29年度共同募金の使いみち（表１）
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土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　h
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://ko

u
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u
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o
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e
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メ
ー
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ド
レ
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e
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u
n
a
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o
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37
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１
０
０
　
　（
37
）４
１
０
１

FAX

こ
ん
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た

～「
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
ク
ー
ル
」よ
り
～

　
小
学
１
年
生
か
ら
中
学
２
年
生

が
受
講
し
、
こ
ど
も
福
祉
員
「
バ

ン
ビ
」「
ピ
ッ
コ
ラ
」
合
計
19
人
が

誕
生
し
ま
し
た
。
み
ん
な
に
と
っ

て
安
全
、
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
街
に
な
る
た
め
に
、
何

が
求
め
ら
れ
、
自
分
に
何
が
で
き

る
の
か
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

＊
「
バ
ン
ビ
」
コ
ー
ス
は
、環
境
保

全
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
北
九
州
市
環
境
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

を
訪
ね
、
海
や
大
気
の
汚
染
状
況
、

資
源
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
方
法
を

学
び
ま
し
た
。
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

は
、
日
ご
ろ
の
生
活
で
取
り
組
み

や
す
い
活
動
で
す
。
環
境
保
全
の

話
に
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾

け
ま
し
た
。「
た
べ
の
こ
し
を
せ

ず
、
ご
み
を
へ
ら
し
て
か
ん
き
ょ

う
を
よ
く
し
た
い
」
と
い
う
目
標

も
立
ち
ま
し
た
。

＊
ピ
ッ
コ
ラ
コ
ー
ス
は
、
高
齢
者

福
祉
や
環
境
学
習
を
通
じ
、「
こ

れ
か
ら
の
目
標
」
を
立
て
ま
し

た
８
月
16
日

★
開
講
式
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

認
知
症
に
関
す
る
学
習

８
月
17
日

★
ま
も
る
ー
む
福
岡
、
福
岡
市
介

護
実
習
普
及
セ
ン
タ
ー
に
て
学
習

８
月
18
日

★
に
じ
い
ろ
カ
フ
ェ
（
高
齢
の
人

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
ふ
れ
あ

い
交
流
会
）、
修
了
式

※
バ
ン
ビ
「bambi

」

【bambino

（
子
ど

も
）
を
省
略
し
た
と

思
わ
れ
る
】、
ピ
ッ
コ
ラ
「piccola

」【
小
さ

い
】
と
も
に
イ
タ
リ
ア
語
が
由
来
で
す
。

しせつでたいけんして、
先生の話で心にのこっていること

これからの
目標

学んだ中で、友だちや地域の人に教えたいこと、伝えたいこと

高れいの人や認知症の人に対して、どのように接しますか

高齢や認知症になっても、安心してすごすことができるまちになるために
自分にできることは？

地域でこまっていることや年をとってこまっていること

・たべものをのこさない。
・こうさくがたのしかったよ。
・ゴミをすごくへらさないといけないと思った。
・（牛乳パックの）竹とんぼは、いえでもつくれるから
つくってみてね。

・牛にゅうぱっくとちらしだけでかみとんぼがつくれた
のですごかったです。

・リサイクルでつくったとんぼが心にのこりました。
・死の海のこと。

・高れいの人や認知症の人にもちゃんとその人
なりの考えや気持ちや心が絶対あることを考
えるし、忘れない。
・85歳以上になると、4人に1人が認知症にな
る恐れがある。
・オレンジリングは、認知症の人をたすける認
知症サポーターのあかしです！
・認知症とこうれいしゃのこと。

・認知症は、悪化するとおぼえていたことを忘
れたり、すぐにおこったりする。
・高れい者のためにいろいろ便利な道具がたく
さんある。
・しょう害があっても工夫をすればふだんの生
活も楽にできる。
・認知症になった方も一生懸命にやっているの
で責めたりしない。

・やさしくする。せかさない。おどろかせない。
わらわない。心をきずつけない。
・理解する。助ける。
・できなくても、できないあつかいしない。認
知症の人や高れいの人の気持ちを考える。
・やさしく、分からないなら言い方をかえる。
はっきりと大きな声ではなす。

・変なことをいわれても、優しい言葉で返して
あげる。
・大きい声で急がず、やさしい言葉で接したい
と思う。しっかり話を聞く。
・やさしい言葉をかける。

・高齢者や認知症の人にきずつくことを言わな
い。できなくても笑わない。自分がもしそう
なったらどうなるのか考える。
・こまっている人をみつけたら、すすんで助ける。
・親切にする。　・平和を守ること。
・きつく言わない。しんせつに！高齢者の人た
ちに目をむけてささえていきましょう！

・高齢者には、分かりやすく何回でも分かるまで話す。
・ボランティア活動とオレンジリングをつける
こと。

・困っている人がいたら助けてあげることと、
いつでもやさしく接してあげる。自然をこわ
さないこと。

・ものわすれをしたときに持っていってあげる。

・やりたいことがあってもできなくなることが
多くなる。
・耳がきこえにくい。目がみえにくい。あしこ
しが悪くなる。
・骨がもろくなってこっせつしやすくなる。
・ものわすれがたまにある。かたこりやずつう。
・動作がにぶくなり、できることがへる。

・年をとると運動しないときん肉がおとろえる。
・あきらめないといけないことが多い。
・あく力が低下していて、バスタオルでも重くか
んじるそうだ。

・病気にかかりやすくなった。小さい文字が読
みにくくなった。

・公民館が古いままだったらこわれそう。

みんなと協力して、
自分ができるボランティアに進んで参加する！1班 困っている人がいたら、助けてあげて、

　　　　自分にできることは、進んでやる！！2班
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社
会
福
祉
法
人

宗
像
市
久
原
１
８
０
番
地 

メ
イ
ト
ム
宗
像
内

宗
像
市
大
島
１
８
０
９
番
地
32 

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
内

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://syakyo.m

unakata.com
/

　
メ
ー
ル
　info@

syakyo.m
unakata.com

本
会
は
、
む
な
か
た
タ
ウ
ン
プ
レ
ス
を
音
に
し
て
届
け
る
「
声
の
広
報
」
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す

大
島
支
所

☎
（
37
）
１
３
０
０

☎
（
72
）
２
２
９
４

宗
像
市
社
会
福
祉
協
議
会

社
協
だ
よ
り
は
、
偶
数
月
の
１
日
号
で
す
（
年
間
６
回
）

シリーズ�

つながれ
ひろがれ
地域福祉！

地域のサロン活動最前線　陵厳寺いきいきふれあいサロン「ふれあい会食会」
　今回は、陵厳寺の「いきいきふれあいサロン」の紹介をします。食
材や手作り総菜の持ち寄りなど、地域の支え合いで今日まで続いてい
る「ふれあい会食会」です。
　スタッフや参加仲間の見守りをかねて、年に９回開催し、健康・脳
トレ体操、看護師の健康講話、その月が誕生月の人たちのお祝いをし

ています。
　陵厳寺区福祉会が平成５年に立ち上がり24年
が経ちました。しかし、ふれあい会食会の歴史は
さらに古いとのこと。会食会を支えている料理ボ
ランティア「双葉会（会員26人）」代表の前田スヱ子さんに尋ねました。

【
香
典
返
し
】（
敬
称
略
）

･

（
故
）古
寺
雅
弥�

（
村
山
田
）

･

（
故
）木
村
敏
幸�

（
吉
留
）

･

（
故
）古
賀
勝�

（
城
西
ヶ
丘
）

･

（
故
）岩
佐
美
佐
子�

（
稲
元
）

･

（
故
）山
路
キ
ク
ノ�

（
上
八
） ･

（
故
）田
畑
和
子�

（
用
山
）

･

森
イ
ソ
ノ�

（
田
島
）

･

（
故
）大
神
正
和�（
ひ
か
り
ヶ
丘
）

･

（
故
）秦
智
惠
子�

（
村
山
田
）

･

（
故
）河
野
泉�

（
神
湊
）

･

（
故
）岩
田
晴
江�

（
日
の
里
）

･

（
故
）末
信
タ
カ
子�

（
大
島
）

･

（
故
）大
柄
根
歩�

（
葉
山
）

･

（
故
）阿
多
美
恵
子�（
日
の
里
）

･

（
故
）宮
本
一
郎�

（
大
島
） ･

（
故
）三
原
千
春�

（
日
の
里
）

･

（
故
）釜
瀬
貞
之�

（
河
東
）

･

（
故
）石
松
直
記�

（
土
穴
）

･

匿
名

【
一
般
寄
付
】（
敬
称
略
）

･

松
下
桂
子�

（
神
湊)

（
平
成
29
年
８
月
31
日
受
付
分
ま
で
）

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
随
時

寄
付
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
地

域
福
祉
の
推
進
の
た
め
に
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
陵
厳
寺
ふ
れ
あ
い
会
食
会

を
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は

何
で
す
か
？
」

　
昭
和
59
年
に
開
催
さ
れ
た

「
と
び
う
め
国
体
」
が
き
っ

か
け
で
す
。
選
手
た
ち
の
朝

夕
の
食
事
を
公
民
館
で
提
供

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時
の
、

大
き
な
仕
事
を
終
え
た
満
足

感
、
そ
の
時
に
生
ま
れ
た
み

ん
な
の
結
束
力
が
大
き
な
力

と
な
り
ま
し
た

「
地
域
へ
の
思
い
は
ど
ん
な

も
の
だ
っ
た
の
で
す
か
？
」

　
地
域
を
見
て
み
る
と
、
仕

事
・
子
育
て
が
終
わ
り
、
夫

婦
暮
ら
し
に
な
り
、
年
を
と

る
ご
と
に
食
事
の
内
容
も
好

き
な
も
の
だ
け
で
、
徐
々
に

少
食
に
な
り
ま
す
。
栄
養
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
力
が
落

ち
、
結
果
的
に
病
院
通
い
。

こ
ん
な
話
を
聞
く
に
つ
れ
、

「
明
日
は
我
が
身
！
」

　
家
に
こ
も
り
が
ち
な
高
齢

者
を
外
へ
連
れ
出
す
、
一
緒

に
食
事
を
す
る
こ
と
で
顔
が

見
え
る
、
会
話
が
笑
顔
を
生

み
出
す
、
地
域
の
絆
が
で
き

る
な
ど
、
身
近
な
こ
と
か
ら

取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し

た
。

「
こ
れ
ま
で
の
苦
労
、
や
っ

て
良
か
っ
た
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
は
？
」

　
福
祉
会
の
結
成
後
は
、
会

食
会
を
福
祉
会
活
動
と
し
て

組
み
込
み
、
同
時
に
区
の
事

業
に
な
り
ま
し
た
。金
銭
面
、

参
加
者
を
増
や
す
こ
と
、
ス

タ
ッ
フ
の
心
構
え
な
ど
多
く

の
課
題
が
生
じ
ま
し
た
が
、

そ
の
都
度
、
何
度
も
話
合
い

を
重
ね
、
勉
強
会
や
研
修
会

も
実
施
し
ま
し
た
。
少
し
ず

つ
課
題
を
解
消
し
今
が
あ
り

ま
す
。

　
中
で
も
一
番
記
憶
に
残
る

の
は
、
食
器
の
数
が
整
い
、

ス
タ
ッ
フ
と
参
加
者
が
顔
を

合
わ
せ
て
大
人
数
の
会
食
が

で
き
た
時
の
喜
び
は
い
か
ば

か
り
か
、
今
思
い
返
し
て
も

感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。

　
年
数
を
重
ね
る
ご
と
に
参

加
者
が
増
え
、
現
状
の
ス

タ
ッ
フ
で
は
人
手
不
足
に
な

り
、
新
た
に
声
掛
け
を
し
ま

し
た
。
10
人
の
男
性
協
力
員

が
名
乗
り
を
上
げ
て
く
れ
、

会
場
づ
く
り
、
配
膳
、
受
付
、

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
担
当
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。

地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動

の
今
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら

　
年
９
回
の
会
食
会
の
ほ

か
、
５
月
は
バ
ス
ハ
イ
ク
、

８
月
の
陵
厳
寺
ま
つ
り
、
９

月
の
敬
老
会
と
「
毎
月
１
回

の
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
」
が

あ
り
、
お
し
ゃ
べ
り
を
通
し

て
お
互
い
に
、
近
況
や
健
康

状
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
ふ
れ
あ
い
会
食
会
の
立
ち

上
げ
か
ら
26
年
、
当
初
か
ら

双
葉
会
の
顔
ぶ
れ
は
大
き
く

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
会
の

平
均
年
齢
は
74
歳
を
超
え
て

い
ま
す
。
平
成
３
年
、
婦
人

会
（
二
葉
の
会
）
が
、
70
歳

以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
人
に

声
を
掛
け
て
始
ま
っ
た
会
食

会
は
、
当
初
か
ら
３
０
０
円

の
参
加
費
を
い
た
だ
い
て
い

ま
し
た
。

　
現
在
、
参
加
者
平
均
55
人

（
登
録
者
63
人
）、
区
か
ら
は

年
10
万
円
の
補
助
金
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
長
い
間
、

会
を
ま
と
め
導
い
て
こ
ら
れ

た
発
起
人
の
み
な
さ
ん
に
敬

意
を
表
し
ま
す
。

　
地
域
の
み
な
さ
ん
の
厚
意

に
よ
る
果
物
や
野
菜
の
提

供
、
長
期
に
わ
た
り
華
や
か

さ
を
増
す
花
で
会
場
を
飾
っ

て
く
れ
る
人
、
こ
れ
ら
す
べ

て
が
地
域
の
み
な
さ
ん
の
力

で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
心
あ
っ
て

の
「
ふ
れ
あ
い
会
食
会
」
が
、

こ
れ
か
ら
先
も
継
続
す
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

双
葉
会
代
表
の

前
田
ス
ヱ
子
さ
ん

とびうめ国体の時の
エプロン

男性の協力員が
配膳します

厨房では双葉会のみなさんが調理 食後は健康体操！

陵厳寺福祉会会長の
荒川義美さんが笑顔で受付

誕生月の人を祝います
ハッピ･バースデー･トゥユ～♪

在
宅
介
護
者
１
泊

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
募
集

　

市
内
在
住
で
、在
宅
介
護
を
し
て
い
る

人
を
対
象
に
「
在
宅
介
護
者
１
泊
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。こ

の
セ
ミ
ナ
ー
は
、在
宅
介
護
を
し
て
い
る

人
の「
こ
こ
ろ
」と「
か
ら
だ
」の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。今
回

の
行
先
は
、大
分
県
別
府
で
す
。あ
な
た
も

介
護
の
手
を
休
め
て
、 

同
じ
介
護
者
と
の

楽
し
い
ひ
と
時
を
一
緒
に
過
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

●
主
催　

市
、
市
社
会
福

祉
協
議
会

●
日
程　

11
月
21
日
（
火
）

～
11
月
22
日（
水
）

●
対
象　

市
内
在
住
で
、

在
宅
介
護
を
し
て
い
る

人
●
行
先　

大
分
県
別
府（
予
定
） 　
　

●
参
加
費　

１
人
５
０
０
０
円 

●
募
集
人
員　

30
人

　
（
応
募
多
数
の
場
合
、

抽
選
） 

●
申
込
方
法　

11
月
６

日
（
月
）
ま
で
に
、 

市

社
会
福
祉
協
議
会
に

「
名
前
」「
年
齢
」「
住

所
」「
電
話
番
号
」「
介

護
を
し
て
い
る
人
」

を
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込

み
■
申
込
方
法　

市
社
会

福
祉
協
議
会

※
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

「
社
協
だ
よ
り
」
の
末

尾
を
参
照

県民介護講座
　認知症について考えるつどい
　（認知症サポーター養成講座）のお知らせ
●日時　10月17日(火)　13：30～16：10まで
●場所　クローバープラザ１階クローバーホール（春日市原町３-１-７）
●内容　
　講演①「いってらっしゃい」「お帰りなさい」といえる地域へ
　　　　講師　小規模多機能おさ「弥永亭」ほっとかれん隊
　　　　発起人管理者　河内　正三さん
　講演②事例発表
　　　　「認知症の方とその家族が安心して暮らせるまちづくり」
　　　　～オレンジリングのまちをめざして～
　　　　福岡市南区弥永校区
●参加費　無料
■申込・問い合わせ先
　福岡県社会福祉協議会（介護実習課）　☎092（584）3351
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